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これまで、手続きを行う期限などがなかった不動産の相

続登記が令和６年から義務化されることになりました。 

また、超高齢社会のわが国では、今後相続手続きの需

要が増え続けると予想されます。そこで、相続の基本で一

般にもよく知られる「相続放棄」について、誤解されているこ

と、実際の注意点などをまとめてみました。 

  

相続放棄って文字通り相続しな

いってことでしょ？何か誤解な

んてあるの？ 

基本的なことから説明するね。

例えば父・母・子２人で、お父

さんが亡くなったケースを考え

てみよう。 

「自分に権利はあるけれど、財産は

いらない」ということを一般的に放

棄と使うけれど、法律上の相続放棄

は、そのことを裁判所に届けなけれ

ばならないんだよ。 

裁判所！ちょっと面倒そうだけ

ど、まあ、仕方ないよね。 

あ、そうか！相続放棄は最初から

相続人じゃなかったことになるん

だよね。すると、祖父母が先に亡

くなっていたら、叔父・叔母が相

続人になっちゃうってことか！ 

しかし、裁判所で子どもたちが

「相続放棄」をしてしまうと、な

んとお父さんの父母、おじいちゃ

んおばあちゃんが次の相続人にな

ってしまうんだよ。 

  

  

「相続放棄」 

の誤解と正解 

  

 

ｵﾀﾞｷﾞﾘだから 
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この場合、お母さんと子２人が

相続人になるね。 

  

お母さんがご健在で、お父さん

の財産は全部お母さんがもらっ

て、子どもたちはいらないとい

う話し合いをする。 

 

うん、よくあるね。じゃあ子ど

もたちは相続放棄をしたらい

いってことなのかな？ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 分割内容を確定するため審判や裁判になることもあります 

そうそう、なので法律上の相続

放棄ではなく、母と子の間で話

し合って、お母さんが財産をも

らうと決める「遺産分割協議」

が一般的だね。これは「自分は

いらない」といっても、法律上

の相続放棄ではないんだ。 

ちょっとややこしいけれど、遺産

分割で「自分はいらない」といっ

ても、法律上の相続放棄じゃない

から、相続人ではあるってことだ

ね？ 

そのとおり。なので、遺産分割

で財産いらないよ、と判子を押

しても、他に借金があれば相続

されるし、後でみつかった財産

も相続人となるんだ。 

相続放棄は裁判所で手続きをして

完全に相続人じゃなくなること、

遺産分割は基本※みんなでの話し

合いということだね。 

わざわざ相続放棄をするケースと

いうのはどんなとき？ 

相続放棄をするのは、借金が大き

くて、その義務から解放されるた

めに行うことが多いけど、さっき

説明したように、相続放棄をする

と次の順位の人が相続人になるん

だ。 

自分は相続放棄をしたのか、遺産

分割をしたのか理解しておくこと

は大事だね。 

「遺産分割」という言葉が一般

的ではないから、どうしても

「自分は放棄した」と思ってし

まうよね。 

じゃあ、お父さんが借金がたくさん

だったから子供たちが相続放棄を

すると、次は祖父母が相続人になっ

てしまってびっくりするね。 

借金の支払い義務からみんなが

解放されるためには、順番に相

続放棄をしていくことになるの

で、あらかじめ言っておかない

とびっくりしちゃうかもね。 

相続放棄って確か３ヶ月以内に

しないといけないんじゃなかっ

た？順番にやってたら間に合わ

なくない？ 

相続放棄はお父さんが亡くな

ったときからではなく、「お父

さんが亡くなったことと、自分

が相続人だと知ったときから」

３ヶ月以内に申立てなければな

らないんだよ。 

祖父母は、子どもが相続放棄

をして、自分たちが相続人にな

ったと知ったときから３ヶ月以

内に申立てをすればいいんだ。

よ。 

なるほどね。相続放棄を選択

する際には、押さえておかな

くちゃ。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  


